
令和５年度 学校努力点推進計画 
１．主題 

キャリア教育の推進 
―「よりよい自分づくりを目指す白鳥っ子」の育成を目指して― 

２．方向性 

  名古屋市教育振興基本計画では「夢に向かって人生をきり拓くなごやっ子の育成」

を基本理念としている。そのための施策として、子どもの進路を応援するため、一

人ひとりの発達の過程を支援すべく「キャリア教育の推進」を基本的方向としてい

る。また、名古屋市学校教育の重点事項では、社会的・職業的自立に向けて必要な

基盤となる資質能力を身につけるためのキャリア教育の充実が挙げられている。ま

た、本校は学校教育目標に「よりよい自分づくりを目指す子」を掲げており、将来

に向けて努力する子どもを実践を通して育てたいと考えた。 

キャリア教育で育みたい能力として「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・

自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の四点がある。本年

度は学年でこれら四点の能力を育成するためにどのような実践を行っていけばよいの

かを模索し、最終的には「よりよい自分づくりを目指す白鳥っ子の育成」を目指して

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践の概要 

（１）実践方法 

  ・  特別活動・道徳・総合的な学習の時間・学校行事・各教科における学習の

機会を生かしつつ、教育活動全体を通して実践を行う。 

   ・ 全員が授業公開をし、職員間で力量を高めていく。  

   ・ 年度当初に年間指導計画を学年で（なかよし・ひかりは個別に）作成する。 

   ・ 代表授業を低学年・高学年で実施し、事前検討会・事後検討会を行う。 
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（２）授業実践 

  ① 指導計画に基づき、日々の授業で積み重ねを行う。  

  ② 授業研究 

   ・ 各学年で前期、後期を決定し、授業を公開する。  

   ・ 公開授業に向けて、各学年で協力して授業を考える。 

   ・ 公開授業では、指導案（略案）を作成し、授業を行う。  

   ・ 公開授業は日程が重ならないように調整する。  

   ・ 公開授業の事前検討は１週間前までに各学年で行う。 



   ・ 公開授業の事後検討はその日の授業後に各学年で行う。学年以外で参観

に来た先生のところには個別で、成果や課題を聞きに行き、学年で共有す

る。 

   ・  公開授業日は全員が把握できるように、スズキ校務で知らせる。（参観

できそうであれば他学年の先生も参観し、授業力向上に努める。） 

   ・ 代表授業は１名が実施する。 

   ・ 代表授業の事前検討は１週間前に、事後検討はその日の授業後に全体で

行う。 

 

（３）実践報告 

    中間報告会・・・９月に中間報告会を行う  

授業で出た成果や課題を明確にし、後期の実践につなげる。  

    最終報告会・・・２月に最終報告会を行う。  

各学年で１年間の実践をまとめ、次年度につなげる。     

    

（４）実践計画 

４月 

～５月 

・実践する教科を決める。  

・学年、学級の実態に応じて目指す児童像を検討する。  

・単元、手立てを検討する。  

・前期の実践計画を立てる。 

６月 

～７月 

・前期の授業実践を行う。  

・事前検討、事後検討を行う。 

８月 ・前期の実践をまとめる。  

９月 

～１２月 

・中間報告会を行う。（９月）  

・後期の実践計画を立てる。 

・後期の授業実践を行う。 

・代表授業を行う。（10 月 19 日） 

１月 ・後期の実践をまとめる。  

２月 ・最終報告会を行う。 

 


